
綾瀬市生活困窮者生活再建支援金支給要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、重度の困窮状態から脱却し、生活を立て直すことを目的として、

必要な費用を支給することについて、綾瀬市補助金等に係る予算の執行に関する規

則（昭和５１年綾瀬町規則第１５号。以下「規則」という。）に定めるほか、必要

な事項を定めるものとする。 

 （支給対象者及び支給要件） 

第２条 対象となる者（以下「支給対象者」という。）は、生活困窮者自立支援法（

平成２５年法律第１０５号。以下、「法」という。）に定めるプランを策定し、か

つ、別表に定める支給要件のいずれにも該当する者とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）に定める扶

助のいずれかを受給している者及び法に規定されている住居確保給付金又はこれに

類する給付を受けている者を除くものとする。 

 （支給額） 

第３条 支給額は、別表に定める支援金額を基準とする。 

（申請方法） 

第４条 支援金を受けようとする者は、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金支給申請書

（第１号様式）、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金申請時確認書（第２号様式）

（「以下、第２号様式」）、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金所要見込額申告書

（第３号様式）のほか、希望する項目に応じ、第２号様式裏面に記載がある必要書

類を添付し、市に提出を行うものとする。 

（支給決定等） 

第５条 市長は、前条の規定により支給を受けようとする者が提出した申請書を受理

したときは、速やかに内容を確認の上、支給の可否を決定し、申請者に対してその

旨を綾瀬市生活困窮者生活再建支援金決定通知書（第４号様式）にて通知し、支給

を決定した者に対して、支給するものとする。 

２ 市長が前条の規定による申請を受理した後、申請書類の不備等があり、市が確認

等に努めたにもかかわらず、申請者に通知後３０日を経過しても当該申請書類等の

補正が行われないときは、当該申請は取り下げられたものとみなす。 



３ 支援金は原則、支給決定を受けた者に対して現金により直接交付とする。ただし、

現金による支給が困難である場合などの特段の事情があり、かつ、決定を受けた者

が希望し、市長が認めた場合においては、そのかぎりではない。 

４ 支給の決定を受けた者は、法に定めるプラン期間中、生活状況・求職活動状況の

報告を定期的に行うものとする。 

 （報告及び決定の変更等） 

第６条 支援金の支給を受けた者は、支払後３０日以内に市長に対して、綾瀬市生活

困窮者生活再建支援金実績報告書（第５号様式）により、支出を行った事実を証明

できる書類等を添えて報告を行うものとする。 

２ 市長は、前項の規定による報告を受け、既に支給を行った額と実績額との差額が

生じた場合は、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金変更決定通知書（第６号様式）に

て通知するものとする。 

 （交付決定の取消し等） 

第７条  市長は、申請者が偽りその他不正な行為によって支援金の交付を受けたと

きは、支援金の交付の全部又は一部を取り消すことができる。 

２ 市長は、交付決定を取り消したときは、既に交付した支援金の全部又は一部の返

還を命ずることができる。 

（権利の譲渡又は担保の禁止） 

第８条 支援金の支給を受ける権利は、譲り渡し、又は担保に供してはならない。 

 （書類の保管等） 

第９条  本事業の申請及び決定に関する帳簿及び添付書類は、事業が完了した日の

属する年度の翌年度から起算して、５年間保存するものとする。 

 （委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、支援金の支給に関し必要な事項は、市長が

別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 

 

 



別表 

項目 対象経費 支給要件 支援金額 

転居費用 転居にかかる 

経費 

(ｱ) 申請月の収入月額から実家賃額（管

理費等を含む）を除く額が生活保護実

施要領に定める居宅基準以下であるこ

と。 

(ｲ) 資産要件及び家計改善に向けた取組

に関する事項は、住居確保給付金（転

居費用）の例による。 

(ｳ) 収入減少の事実及び原因が確認でき

ること。 

（収入減少における判断基準は住居確保

給付金の例による。） 

市が必要と認 

める額 

診断書料 障がいの程度

を証明するた

めに必要な診

断書作成費用

（診断書作成

に必要な診察

料を含む） 

(ｱ) 申請月の収入月額及び申請日時点の

資産状況が生活保護実施要領に定める

居宅基準と住宅扶助基準の合計金額以

下であること 

(ｲ) 親族等から金銭的援助が見込めない

こと。 

市が必要と認 

める額 

無料低額

宿泊施設

等利用料 

無料低額宿泊

施設等の利用

及び面談・求

職活動にかか

る経費 

(ｱ) 居所を失っている又は居所を失う可

能性があることが証明できること。 

(ｲ) 申請月の収入月額及び申請日時点の

資産状況が生活保護実施要領に定める

居宅基準と住宅扶助基準の合計金額以

下であること 

(ｳ) 親族等に金銭的援助が見込めないこ

と。 

(ｴ) 就労阻害要因がなく、又は少なく、

常用就職を目指し、熱心に求職活動が

できること。 

１ 日 当 た り

4,000 円 、 ３

０日を上限と

する。 

 



８　(1)または(3)を希望する場合、次のア.又はイ.のいずれかに該当していること

（いずれか該当する数字を〇で囲んだうえ、該当する方に記載）

７　申請月において世帯の生計を主として維持していること
世帯の生計の維持にか
かる状況

　ア　住居を喪失していること
住居を喪失した時期

同一世帯に属する者の死
亡又は離職若しくは休業
等による世帯の収入の著
しい減少の状況

収入が著しく減少した時
期

第１号様式(第４条関係)

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金支給申請書
　　　フリガナ

　１  氏　　名

　２　生年月日 　　　　　　　　年　　　月　　　日　　　満（　　　）歳

　４　電話番号

６　収入が減少した状況について

申
立
事
項

氏名

住居の家主等

喪失するおそれのあ
る住居の家賃等の額

現在の収入状況等、住
居喪失のおそれがある
理由、状況等

合計
続柄 本　人

円 円 円 円

現在の状況

　イ　住居を喪失するおそれがあること

９　申請者及び申請者と同一の世帯に属する者の収入及び預貯金等が次のとおりであること

喪失した住居の住所

現在の住所

綾　瀬　市　長　殿 申請者氏名

※申請日の属する月の収入（月額）が確実に推計できる場合はその額を、変動があるときは収入の確定している直近
３か月間の平均収入を記載する。雇用保険の失業等給付、各種年金等も合算する。

　上記の申立事項に相違なく、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金支給要綱第４条の規定に基づき、必要書
類を添えて綾瀬市生活再建支援金の支給を申請します。

　　　　　　年　　  月　　　 日

円円 円 円

　私の個人情報が、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金の各項目における支給を行うために必要となる範囲
で、関係する企業・団体・不動産会社等の間で相互利用されることについて了承します。

　また、虚偽または不正の行為によって綾瀬市生活困窮者生活再建支援金を受けたり、又は受けようとし
たときは、以後綾瀬市生活困窮者生活再建支援金を受けることができなくなるばかりでなく、不正受給し
た金額の全部又は一部を徴収されることについて、承諾の上、申請します。

預貯金等

　３　住所または居所

５　利用を希望する項目（希望するものに○を記載）

【　(1) 転居費用　・　(2) 診断書料　・　(3) 無料低額宿泊施設利用料　】

円

円

生年月日

フリガナ

収入（月額）



誓約事項

1

2

同意事項

1

2

3

　　　　年　　月　　日

綾瀬市長 殿

　上記誓約事項及び同意事項について確認の上、誓約及び同意します。

申請者住所または居所

申請者氏名

第２号様式(第４条関係) （表面）

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金申請時確認書

  申請者及び申請者と同一の世帯に属する者（以下「申請者等」という。）のいずれ
もが、地方自治体等が実施する離職者等に対する住居の確保を目的とした類似の給付
を受けていないこと

  申請者等のいずれもが暴力団員ではないこと

　支援金の支給を行うために必要となる、市による必要な助言・指示に対し特段の事
情がなく従わない場合は、支援金の支給を打ち切りとなる可能性があること

　支援金の支給に必要な範囲で、申請者等の資産及び収入の状況につき、官公署に対
し必要な文書の閲覧若しくは資料の提供を求め、又は銀行、信託会社その他の機関若
しくは申請者等の雇用主その他の関係者に報告を求めること
　また、綾瀬市長の報告要求等に対し、官公署又は銀行等が報告することについて申
請者等が同意している旨を官公署又は銀行等に伝えること

　支援金の支給に必要な範囲で、暴力団員該当性の確認につき、綾瀬市長が官公署か
ら情報を求めること



　添付書類

①　共通

1 本人確認書類（世帯全員分）

2 収入減少関係書類

3 収入関係書類

4 預貯金関係書類

　申請者及び申請者と同一の世帯に属する者の金融機関の通帳等の写し

5 その他市長が審査において必要と判断した書類

②　項目別添付書類

1

(ｱ)

(ｲ)

2

(ｱ)

(ｲ)

3

(ｱ)

(ｲ)

無料低額宿泊施設等利用料

（裏面）

　運転免許証、個人番号カード、一般旅券、各種福祉手帳・健康保険証、住民
票、住民票記載事項証明書、戸籍謄本・戸籍事項全部証明書等のいずれかの写
し

申請者または申請者と同一の世帯に属する者が居住しているまたは居住し
ていた住宅に関する契約が確認できる書類（特段の事情により提出ができ
ない場合は、申出書）

転居に必要な費用が確認できる資料（見積書）

申請者及び申請者と同一の世帯に属する者が居住しているまたは居住して
いた住宅に関する契約が確認できる書類（特段の事情により提出ができな
い場合は、申出書）

診断書料及び診断書作成に必要な診察料が確認できる資料

無料低額宿泊施設等の利用額が確認できる書類（契約書等）

申請者または申請者と同一の世帯に属する者名義で契約している住宅から
の退去に関する内容が確認できる書類（特段の事情により提出ができない
場合は、申出書）

転居費用

診断書料

　世帯収入額が、申請日の属する月までに減少したことが確認できる書類の写
し

　申請者及び申請者と同一の世帯に属する者のうち、収入がある者についての
申請日の属する月の収入が確認できる書類の写し



第３号様式（第４条関係） 

 

  年  月  日 

 

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金所要見込額申告書 

  

 （宛先）綾瀬市長               

                申請者住所（または居所） 

                         氏名          

 

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金の利用にあたり、必要な費用は以下のとおりです。 

 

        必要な金額：            円 

  □転居費用   □診断書料   □無料低額宿泊施設等利用料     

内 訳 必要となる額（見込額） 備考 

敷   金 円  

礼   金 円  

仲介手数料 円  

保 険 料 円  

保 証 料 円  

鍵交換代 円  

退去時精算費 円  

移送費(運搬費) 円  

医療費（診察料） 円  

診断書料 円  

無料低額宿泊 

施設等利用料 
円 １日あたりの額×３０日 

移動費用等 円  

合  計 円  

【留意事項】 

金額の根拠となる資料（見積書等）を別途、添付してください。 



第４号様式（第５条関係） 

                                                      第       号 

                              年  月  日 

 

            様 

 

                                          綾瀬市長           

      

 

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金決定通知書 

 

    年  月  日付で申請された綾瀬市生活困窮者生活再建支援金につ

いて、下記のとおり決定したので通知します。 

 

記 

 

１ 支給の可否    支給・不支給 

 

２ 支給する場合の支給額                  円 

 

３ 支給方法       

 

           

 

（注意事項） 

１ 本事業の利用に伴う支援金の支給を受ける際、次の①または②の活動を怠った場

合、又は綾瀬市自立相談支援機関の作成するプランに基づく支援を拒否する場合に

は、支給を取り消すことがあります。 

 ①月２回以上自立相談支援機関と生活にかかる面談・支援を受けること（訪問によ 

る面談等を含む。） 

②離職及び就労に関する収入減少の場合は、月４回以上の就労にかかる面談・支援 

を受けること） 

２ 本支援金の受給期間中に就職した場合には、就労に関する資料を提出してくださ 

い。 

３ 受給者は、支払後、３０日以内に支払いを行ったことが確認できる書類（領収書

等）を綾瀬市自立相談支援機関あてに提出してください。 

 

 

 

 



第５号様式（第６条関係） 

 

  年  月  日 

 

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金実績報告書 

  

 （宛先）綾瀬市長               

                   申請者住所 

                      氏名          

 

     年  月  日付で決定を受けた綾瀬市生活困窮者生活再建支援金の実績

を報告します。 

        必要とした合計金額：            円 

  □転居費用     □診断書料     □無料低額宿泊施設等利用料     

内 訳 必要とした額（実績額） 備考 

敷   金 円  

礼   金 円  

仲介手数料 円  

保 険 料 円  

保 証 料 円  

鍵交換代 円  

退去時精算費 円  

移送費(運搬費) 円  

医療費（診察料） 円  

診断書料 円  

無料低額宿泊 

施設等利用料 
円 

１日あたりの額×３０日 

 

移動費用等 円  

合  計 円  

【留意事項】 

金額の根拠となる資料（領収書等）を別途、添付してください。 



第６号様式（第６条関係）  

綾瀬市生活困窮者生活再建支援金変更決定通知書 

 

年   月   日  

 

         様  

  

綾瀬市長 

  

年  月  日付けで実績報告のあった綾瀬市生活困窮者生活再建支援金

については、綾瀬市生活困窮者生活再建支援金支給要綱第６条第２項の規定により、

次のとおり支援金の額を変更決定したので通知します。  

 

 

１ 既交付額             円  

 

２ 変更後決定額           円 

 

 

 


